
祝 令和５年神埼市

二十歳のつどい

　１月８日、中央公民館で二十歳のつどい
が開催されました。
　晴天にも恵まれて、コロナ禍でも無事開
催。大人としての自覚と責任を持ち、歩み
をすすめます。
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　民法改正に伴い、令和４年４月から成年年齢が18歳に引き
下げられたため、名称を「成人式」から「二十歳のつどい」
に変更し開催しました。
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▲

 対象年代　H14.４.２～H15.４.１

▲

 該当者数　353人

▲

 出 席 者　261人

★神埼中学校出身　◆千代田中学校出身　♠脊振中学校出身
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　私は将来、誰かに頼っ
てもらえるような人に
なりたいです。そのた
めには普段の生活を見
直し、成人としての自
覚を持った行動が大切
だと思います。学校の
先生として働くために、
残りの学生生活を有意
義なものにしていきた
いです。

　私の夢は日本語教師
になることです。現在
は大学でアジア圏の文
化や社会、語学を勉強
しているので、アジア
を中心に世界で活躍で
きる人材になりたいと
考えています。
　そのためにも講義や
資格取得に力を入れて
いきたいです。

　将来、患者さんに寄
り添ってリハビリでき
る理学療法士になるた
めに日々勉強していま
す。
　これから人として成
長できるよう、また、
これまでお世話になっ
た人に恩返しできるよ
うに、日々努力してい
きます。

　20年間数えきれない
ほどの皆さんに支えら
れてここまで成長する
ことができました。
　人は決して一人では
生きていけません。今
度 は 自 分 が お 世 話 に
なった人に恩返しがで
きるよう、そして、た
くさんの人を支えられ
る大人になりたいです。

　将来は、医師として
佐賀県の医療を支えら
れる人間になることが
目標です。さまざまな
ことを経験して余裕の
ある大人になり、どん
な人とでも気さくに話
せるようになりたいで
す。勉強も遊びも、全
力で楽しみながら頑張
ります。

　新型コロナウイルスが
拡がり、日々の生活や人
との関わりが大きく変化
し、考える力が求められ
る世の中になりました。
　私は二十歳の節目にあ
たりこれまで支えていた
だいた人への感謝の気持
ちを忘れず社会の一員
として責任を持った行
動を心がけます。

　今の自分に「将来の
夢は」と聞かれても明
確な答えは出せません
が、仕事もプライベー
トも充実させて人とし
ても成長していきたい
です。
　これからも「もっと
大きなはずの自分を探
す終わりなき旅」を続
けていきたいです。

　成人という大きな節目
を迎えた今、私は、社会
人として一つ一つの仕
事を柔軟にこなしなが
ら、一人の人間として
成長し続けたいです。
　また、今までお世話に
なった、たくさんの人へ
の感謝の気持ちを忘れ
ず、少しでも恩返しがで
きるように頑張ります。

二十歳の想い
会場インタビュー　●神埼中　●千代田中　●脊振中

家族へ。
20年間育ててくれてありがとう。
これから恩返ししていきます！

　仕事を頑張って素敵な女性に
なっていますか？ 10年後の自
分に聞いてみたいです。

　脊振の好きなところは、自然
が多く、人とのつながりを大切
にするところです。
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平成14、15年の主な出来事
▶日韓共催サッカー W杯で日本、初の

　ベスト16

▶初の日朝首脳会談

▶野生のアザラシ「タマちゃん」ブーム

▶大相撲の朝青龍がモンゴル出身で初

　めて横綱に昇進
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